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本学学生体力の実態分析
一体力・健康・運動に関する基礎的調査を中心と して一
Analysis on the Actual Conditions of Our StudentちPhysicalFitness 
東昇
Noboru Azuma 
I はじめに
人はみな，健康でありたい，そして長生きをしたいと常に願っている。この健康を支えてい
るものの一つに体力があり，精神がある。 日本人の体力問題，健康問題，運動に関する問題は，
報道の中にも，日常会話の中にも簡単に語られ，また聞かされてもいるが，どれ程の関心と，
語られている程の行動がみられるのか非常に興味のあるところでもある。 「00体力っくり」
「0α建康っくり」「00ジョギングサークル」 等を見聞する ところ，その大部分は中年以降の
年輩の人達によって実施されている事が多い様にも見受けられる。 「鉄は熱い中に打て」の愉
の様に，人間も青年期迄に基礎的体力と運動能力を蓄積し，以後，短時間でも継続するところ
に，体力，健康の本来の意味目的があり，生涯教育のーっと してとり入れられる意味もここに
あるが，とかく忘れがちなものである。近年日本も世界の長寿国に名を連らね，老齢化してい
く社会現象の中で，生きがいのある生活をと願えば，年齢を問わず，今一度我が身にふり返っ
てみる事も必要な事であろ うかとも考えるものである。特に最近の青少年の体位の向上は目ざ
ましく ，男女共大柄になったと報告されているが，体力の向上はあまり見られない事も報告さ
れている。80年代の体育は，見る，語る体育でなく， 実施する体育の年としてみたいものであ
る。如様な事を考えながら，一昨々年来，専修学校学生の体力の実態を調査し，北海道私学教
育研究協会研究紀要第50号，51号に発表したが，その折に，本学服飾美術科と，初等教育学科
の一部についても同様の調査を実施したので， 考察を試みる。
E 調査方法
l.調査対象及び人員
調査対象は，本学服飾美術科学生 147名，初等教育学科44名の計191名である。年齢は19歳
から20歳で，全体の78%が19歳であった。
2.調査対象者の居住環境
調査対象者の居住環境は，表I，図lに示す通り，住宅地区，商業地区，農業地区，その他
の順であった。
3.調査対象者の体位
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表 1 居住 地 区 図1 居佳 地区
＼ ＼ 
10 20 
服飾美術科 初等教育学科
70. 5 
1）住宅地区 119 (81. 0%) 31 (70. 5%) 
2) 
2）農業地区 5(3.4%) 。
堅三ョ 問服飾3）商業地区 5( 3.4%) 4(9.1%) 初等
4）工業地区 。 。
5）その他 8 ( 5. 4%) 3( 6.8%) 5) 
無記入 10 ( 6. 8%) 6 (13. 6%) 無記入
調査対象者の身長及び体重の分布を図2，図3に示した。身長では 5cm，体重では 5kgの幅
で図に示した。自己の身長，体重について知らないのが，無記入で現われ，約l割が知らない
数で示されていた。但し記入に当って， 記憶にある時期として大部分が中学，高校時代と答え
ていたので，その数値には正確さを欠くが， 健康を知るバロメーターのーっと して自己の体位
を知る事から記入させたものである。
図2 身 長（単位cm)
151【－155
156~~160 
"61～165 
166～170 
無 記入
4.調査の時期
2.0 
(i. 9) 一
30 
31. 8 
4.0 % 
36-40 
41---45 
n-s 
46-50 
36.4 
SI～55 
問： 56～60 
61-65 
無記入
本調査は，昭和54年8月末から 9月上旬の期間で行った。
5.調査用紙及び調査事項
図3 体 重 （単位kg)
IO 20 
(25. 9) 
“4 25 
30 
(34 7) 一
40 % 
40. 9 
閉：
調査用紙および調査事項は「体育科学センター，体力調査専門委員会」 作成の調査事項に，
当地の冬季運動種目及び，現状の自己体力，運動能力についての記入欄を追加したものを用い
た（付録）。
6.調査方法
本調査は， 調査者が対象者を訪問し， 直接，趣旨および記入方法を説明して行った。調査用
紙はその場で回収した。
皿 調査結果とその考察
1.健康状態に関する自己認識
表2に示す通り， 自分を「非常に丈夫」だと思っている人は，服飾美術科で9.5%，初等教
育学科では18.2%であった。又，「あま り丈夫でない」と思っている人は，服飾美術科学生（以
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下服飾とい う） は16.3%，初等教育学科学生（以下初等という） は11.4%を示している。全体
表2 (1）健康状態 表3 丈夫でないと思われる症状的にみると「普通」「非常に
一一～～～J服飾%｜初等%丈夫」で80%前後が丈夫な身ザb ラ也Jll<宣布 初等
1）非’高に丈夫 9.5 
(9.6) 
18.2 1）すぐ疲れる 41. 7 2 体の認識を もっている。 H民主布
2）普 ,!li 73.5 59.1 
(76.6) 
2）胃 痛 16. i 2 (31. については，昨年調査した数
3）貧血ぎみ 16.7 。3） あまり丈夫 16. 3 11. 4 
てもなしミ (12. 6)
無記入
(14. 3) 値を（ ）で示したが，全く別4) ヲ丙 号車 。 6 。11.4 
(1. 2) (0) のグループでありながらほぼ5) )4正邪をひき 。
やすい (15. 8)
似た数値を示している事が分
る。初等については，「非常に丈夫」に服飾より高い数値がみられたのは，教職を目指し，子供
を扱う職業柄大変好ましい数値である。これは， 体育科学センターで調査した全国平均の12.1
%よりも高い率であった。一方 「あま り丈夫で、ないJと答えた人の中で，具体的な健康状態と
してあげられていたのは，表3に示す通りで，服飾では「すぐ疲れる」 「胃痛」 「貧血ぎみ」
「風邪をひきやすい」等々の順で， 昨年の症状とは異っているが，いわゆる若者ら しい体力の不
足が目立つ様な気がする。特に消化器系の疾患とみられる症状では， 国民健康調査（厚生省）
と同様の傾向がみられた。又 「貧血ぎみ」が咋年よりも多少ながら増加がみられたのは， 栄養
指導と共に今後に課せられた問題のーっとしなければならない。
2.健康状態を自己評価する時の観点 表4 (2）健康状態の評価の観点（重複回答）
健康状態の把握のーっとして量的な把握と
質的な把握があるが，本調査では，表4に示
す状態よりその評価の観点をみた。重複回答
のため回答総数に対する割合で表示した。こ
れによる と，H断布， 初等共に 「元気よ く活動
できるかできないか」 「病気にかかる事が多
いか少ないか」 「休憩，睡眠で回復するかし
ないかJの順で，健康状態評価には積極的な
面でとらえている事がうかがわれる。 しかし，
服飾の前年度と対比する と， 「多少のむりが
きくかきかないか」に%強の率があり，前年
一一一ー 『ー一一ー一ー 一ー一一一一一ー一一一一一一一一ー一ー
1 ）元気よく活動できるかできな
いか
2）仕復事で疲れても休憩や睡眠で
回 するかしないか
3）運動神な経が発達しているかし
てい いか
4）食欲が旺盛であるかないか
5）よく眠れるか眠れないか
6）病気にかかる事が多いか少な
いか
7）多少の無理がきくかきかない
？ 
8）そ の他
無記入
目隠布%
24.6 
(19. 0) 
21.0 
(20.6) 
0. 7 
(0. 6)
10.6 
(12.2) 
6.4 
(8. 0) 
22.8 
(27.0) 
12.1 
(37. 0)。
(0.3) 
1. 7 
(0. 3) 
度の方が，より前向きで積極的であった様に見受けられる。 表5 (3）体力の状態
初等%
26.5 
18.1 
1. 2 
13.3 
。
22.9 
12.0 
。
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3.体力に関する自己認識 ＼＼＼｜服飾%｜初等%
自分自身の体力について，大まかな分類として「ある方」
「ない方」「普通」の3群に分けてみた（表5）。これによる
と（1）健康状態の認識と異な り， 「ある方」では両科共少
なく ，初等では，丈夫さで18.2%を示していたのが，体力
のある方となるとわずかに 2.3%となり， 「ない方」では，
1）あ る方
2）普通
3）ない 方
無記 入
7.5 
(7. 2) 
72.8 
(72. 5)
18.4 
(19. 8)
1. 3 
(0. 6)
2.3 
68.2 
18.2 
11.4 
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服飾，初等共高い率を示している。 「ない方Jと「あまり丈夫で、ない」との関連では，健康で
ある事と，体力のある事とが，同一の認識でとらえられている様である。この項で，服飾
18.4%，初等18.2%は，体育科学センター調査の全国平均でみると， 60歳以上の高齢者の割合
とほぼ閉じで，若さの気迫のうすれがみられ，
にしている感がうかがえた。
自ら年若寄りの道に向けさせ，行動面を消極的
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自己の現在の体力で，就学に耐えられるか否かについ
て服飾では約85%が，「っとまるjと答え，初等では68%
となっている。この点でみる限りでは， 服飾の方に就学
4.就学と体力に関する自己認識
面での自信の程が伺えるが 初等では心もとない方向が
「わからない」 「無記入」にも
初等の方が高い率を示し，（1）健康状態，（2）体力， （3）体力
と就学，と関連事項が進むにつれその割合が減少の方向
にある事がうかがえる。
みられた。特に「不安」
表6 (4）就学と体力に関する自己認識
一一一一一一｜服飾%｜初等%
1）十分っとまる I 36.1 I 31. s 
(46.1) 
49.0 
(43.1) 
(6. 6) 
2.7 
(2.4) 
6.1 
(1.め
36.4 2）どうにかっとまる
11.4 
4.5 
15.9 
3）不安である
4）わからない
入ic 鉦
??
??
?
? ?
? ?
?
?
?
?
?
???
??? ?
。?
??????
???
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
? ?
?
?
????????
??
?
?
??（ （ （
(5）体力評価の観点（重複回答）表75.体力自己評価の観点
一一一一一一一一
1） 日頃の疲労感
どのt栄な視点、からなされて自己の体力評価を，
この回いるかについてまとめたのが表7である。
8.6 
3.7 
6.2 
2）仕事 ・スポーツ後の疲労
回復度
3）長時間の精神労働に耐え
られるか否か
4）友人とスポーッをした時
の勝負
5）体力測定の結果
答は重複回答のため回答総数よりその割合を算出
した。これによると，JI慎佐は異なるが，第3位迄
述べられている項目は両科共に同じであり，服飾
の前年度共割合は異なるが同じ項目に高い率を示 。6）運動が長く続けられるか否 か7）走 力，跳力がある かない
ヵ、
8）柔軟性があるかないか
している。服飾では 「日頃の疲労感」に26.3%と
約%が疲労感で体力評価をし， 初等では17.3%と
。
3.7 
1. 2 
3.7 
9）敏しょう性があるかない
台、
10）重 い物が持てるか否か
??????
?
??
?
?
?? ?? ?
? ?
??
第3位であった。一方，初等第1位の「運動の継
続時間」が28.4%に比し，服飾では17.0%と第3
「仕事 ・スポーツ後の疲労回復」が共に約20 。位，
7.4 入言己無これでみる限り， 目民主街，%で21.立となっている。
。ノ
服飾／0
0.7 
(1. 8) 
19.0 
(11. 4) 
45.0 
(56. 9) 
29.3 
(26. 9)
2.0 
(1. 8) 
3.4 
(1. 2) 
(6）体力の満足度表8初等の学科構成が評価の観点の違いとなっている
。，t
初等〆。。～～～～～一一～1 ）大 いに満足
:l'長にも思われる。
13.6 
43.2 
足
???
?
??
??
））???
?
2）満
6.体力に対する満足度
体力に対する満足の度合では， 両科共に「まあまあだと思
「不満J「満足」の順で，服飾では，「まあまあだと思う」
「大いに満足」のほぼ満足に入る率が昨年よりも減
少して，体力に対する 「不満jが多くなっている。
う」
「満足」
29.5 i商
2.3 
11.4 
5）大いに不満
入
? ?? ＝?無これが，
初等では，無記入も含めると43%強が自己の体力に不満をい
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だいている事が分る。
7.健康体力の保持増進の為に実行していること，実行したい事
健康，体力の保持増進の為に実行していることは何か，また実行したいと思うことは何かに
ついて集計したのが表9である。これによると，
表9 (7)(8）健康体力保持増進への実行と願望
実行していることで最も多かったのは， 順位
は巽なるが「睡眠時間」 「運動不足へ
の注意」 「生活時間の規則性」の三項
に高い半をよせ，一昨年，昨年と専修
学校の女子を調査した率とほぼ同じで
あった。又，実行 したいと思っている
事については， l商科共に「生活の規則
性」 「運動不足への注意」 「食事の量
や質への注意jに高い率を示し， 実行
中と希望，願望がほぼ一致しているよ
うである。又，体育として，社会体育と
しても体力に関する項目として実施す
るものに「体力測定」があるが， この
調査の結果，又，専修学校の調査結－果
からみても実行は皆無に等しく，希望
（実行中）
項 目 （希望・願望%） 初等% 服飾% 服飾% 初等
6.8 ④14.6 1 ）食事の質や量に注意 ③15.9 ③19.3 
16. 0) する 16.8) 
4.1 3.4 2）たばこをさける 0.4 。
(3. 5) (3.0) 
②24.3 マ18.0
20.1) 
3）様運動不足にならない
にする ①（~t l ②20.5 
1.4 0.7 4）つ健康診断を定期的に 3.5 4.8 
(0. 7) ける (6.1) 
5.4 2.6 5）治、軽症のうちに医1:rliに 4.6 2.4 
(2.4) かる (3.0) 
6.8 8.2 6）過休労養をさけ，積極的 6.0 3.6 
(10.1) に する (3. 6)
①27.0 ①29.6 7）睡眠時間に注意する 14.1 9.6 
27.4) (13.1) 。1.1 8）行休力測定低を定期的に 4.6 7.2 
(0) い，体力下を防ぐ (4.0) 
③17.6 ②18.4 
17. 0) 
9）生活を規則的にする ②23.7 
23. 5)
①26.5 。0.7 10）その他 。 。
(0) (0.3) 
6.8 2.6 無記入 2.1 6.0 
(2. 8) (0. 6) 
願望でも少ない事は，今後これら測定に関して一考を要する事であり課題と して受けとめてお
きたい事項である。又「たばこをさける」 については，初等で4.1%，服飾で3.4%が実行中とな
っているが，希望願望では0%，最近の報道関係では，医学的にみたたばこの害が報じられて
いるが，この数でみる限り無関心といえるかもしれなし」ちなみに どの程度の喫煙習慣があ
るかについても調査をしてみたので報告する。図4に示す通りで，服飾では91%がすわないと
図4 喫煙習慣及び喫煙本数 答え，初等では84%となっている。しかし「すう」とな
I）すわない
2）すう
（すう量）
5本以内
5～10本
10% 80% 90% ると，それぞれ2%, 4.5%と少ないが，記入なしも含め
ると実数ではも っと多くの喫煙習慣者がいるものと思わ
れる。すう量では，初等では5本以内が全員で，服飾で
は10本以内となっている。すいはじめた年代では， 18歳
～19歳で， 高校卒又は，高3の頃からすいはじめている
事がわかる。これら女性の喫煙に対して，男性との性的
差から， 女性自身の為にも， 子孫の為にもやめる様警告
している報告も数多くある（紙面の関係で内容にふれないが， 55年 1月15日付，朝日新聞「た
ばこ，女性にも敵J,55年 1月22日付，北帰道新聞 「中年層がたばこ離れ（専売公社調査），
54年2月12日付，北海道新聞「減らぬ女性愛煙家に警鐘」，55年 1月号「保健」，喫煙とガン等
々）ので，保健指導上参考にし， 今後の女子教育に役立てたいものと考えている。一方，たば
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こに対して対応するものに酒があげられる。ついでに，健康との係わりで酒，アルコール類に
ついても調査したので述べてみたい（図5)oこれによる と，飲酒習慣では服飾23%，初等20.5
図5 アルコール類の飲酒習慣 %あることが知られる。何れも，たばこよりも多
。% 10 % 20 % 
1）飲まない
2）飲む
無記入
50 % 60 % 70 % 80 % 
己ヰ』（服）
•a. 2 % I c初）
い割合を示しており，飲酒回数では，週1回が，
服飾で15%，初等22.2%，週2回が服飾3%，初
等25%，無記入が服飾82%，初等33%と，無記入
が多いため正確さを欠くが，週1～ 2回の飲酒習
慣のあることが知られる。又， I回の量では，ウイ
スキー水割2～ 3杯，ビール，コ ップ2杯位，日本酒少々と述べている事から，ウイスキーに
噌好がある様である。又，飲みはじめた年代では，初等で16歳から22%,18歳44.4%，無記入
33%，服飾では， 17歳3%, 18歳35.8%，無記入62%，となっており，中学卒，高校の頃から
アルコー ルの味を知っている事になる。これを昨年の調査と比較すると，昨年は飲むと答えた
のが50.4%あり驚いたが，本年は半分以下に減っている事で良い傾向とも思われる。
8.生活と運動の必要性
表10 (9）運動の必要性
服飾% 初等%
1）大いに必要 55.1 
(50. 3)
56.8 
2）少しは必要 40.8 I 
(47.3) 
31. 8 
3）不 必 要 1.41 。
(2) 
無記入 2. 7 I 11.4 
日常生活の中で，運動，スポーツを行う身体運動の目的は
いろいろ言われているが，健康や体力の維持増進の為には必
要不可欠なもので，現代社会ではその意義はますます重要さ
をおびてくる。そこで，運動の必要性についてまとめたのが
表10である。これによる と，「大いに必要」と感じているのは
服飾，初等共に半数以上の割合を示し，「少しは必要」を加え
ると90%強となる。「不必要」と答えた服飾には， 通学の為
に乗物の利用なしに歩くので特に必要がないと述べられていた。日常生活が時間に追われて生
活するよりも，生体リズムに従った行動による生活を送るなら，叫けばれる程の運動の必要は
ない事であろう。便利さが増した生活には，やはり運動の必要性が求められる もので，この意
味では，対象の学生に，生活の規則性と共に運動の必要を求めている事が理解できるものであ
る。 表1 制運動，スポーツに期待するもの（重複回答）
9.運動，スポー
ツに期待するもの
運動，スポーツに何を
期待するかについて表
11に示してみた。期待
する項目に第l位，第
2位と期待順位をつけ
て回答させた。これに
よると，服飾，初等共
一一一一ー ← l日ロ 合色町 OJ'. I ;n 一 IJIJl .C1' /U ,.一 l 位 2 位 1 位1 ）高血圧，心臓病，糖尿病などを予防する 2.1 3.4 。
(3.4) (6. 2) 
2）運動は気持ょくさわやかで， 精神的，肉体的ス 56. 4 18. 4 54. 5 
トレスの解消になる (47. 6) (18. 5) 
3）スタイルのよい均整のとれた身体になる 16. 3 17. 0 18.1 
(15. 2) (15.1) 
4）筋力や持久力をつけ，生敏活しをょようり性活，柔軟性，すパラ 8. 8 32. 6 4.5 
ンス能をよくし，日常 動的にる (21. 4) (36. 3)
5）精神を鍛錬し，根性をつける 12.2 19. 0 1. 3 
(8. 3) (17. 8)
6）を社交性をつけ，ひっこみ思案を解消し，協調性 0.6 5. 4 。
身につける (4.1) (5. 5)
7）そ の 他 。 。 。
(0) (0. 7)
無 記 入 3.4 4.1 11. 3 
等 % 
2 位。
20.4 
15. 9 
29. 5 
18. 1 
4. 5 。
1. 3 
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に第l位に 「運動は気持ょくさわやかで，精神的肉体的ストレスの解消になる」をあげ， そ
れぞれ， 56.4%,54.5%と半数以上の割合がみられ，第2位としては「筋力や持久力をつけ，
敏しょう性，柔軟性，バランス能をよくし，日常生活をよ り活動的にする」をあげ，それぞれ
32. 6%, 29. 5%の割合を示している。又，これらを服飾について，前年度と対比してみると，ほ
ぼ同じ傾向がみられるが，第 l位の項での 「日常生活の活動的」では昨年と大きなひらきがみ
られ， 「精神の鍛錬，根性の問題」とも差がみられた。第2位であげられている項目では，両
科共に似通っていて，何れも活動する事による効果，行動体力の維持増進に期待をかけている
面がうかがえた。
10.現在の運動の実施状況
表12(1）現在の運動の実施状況
（数字Ii実数（）は%）
～」～～～～～～～～ m, 飾 初 守-
1）定期的にしている 34 (23.1) 15 (34. 1) 
週 1 回 22 11 (73. 3) 
， 2 回 2 3(20. 0) 
， 4 回 1 。
， 5 回 1 1 ( 6. 7)
昨共一 日 3 。
1日10分以内 3 。
10～20分 2 。
" 30分位 2 。
" 1時間｛立 4 。
か1時間以上 18 10 
2）不定期だがしてい 46 (31. 3) 9 (20. 5)
る
月l～2回 24 5 
ク 5回以内 19 4 
" 6～10回 2 。
3）機会があればする 32 (21. 8) 9 (20. 5)
程度
年 l～2同 2 。
" 3～5回 6 2 
"6回以上 11 1 
4）全くしていない 31 (21. 1) 6 (13. 6) 
a）したいと，思って 29 6 
いる
b）全くしたくない 2 。
現在の運動の実施状況については，表12の通りで，数は
実数で示し，（ ）内はその割合を示した。これによると，
定期的に運動を実施しているのは，服飾23.1%，初等34.1
%となっており，週1回がその大部分であった。服飾につ
いて前年に比べると，定期的にしているのが14.4%であっ
たのに本年は多少ながら増加していた。週 l回の実施で，
1日1時間以上と答えた中には，授業をこの中に入れて考
えた者もあった様だが，自発的に行っているかについて
は疑問を感ずる。 「不定期だがしている」では，服飾31.3 
%，初等20.5%となっており，月 l～ 2[i:_Jが大部分であっ
た。 「機会があればする程度」では，両科共に20%強で，
年に数回の運動となり，「全くしていない」が，それぞれ，
21.1 %, 13. 6%となっている。運動は毎日最低30分以上実
施し，特に心博数との関係で，最大心博数の70%以上の強
度を有する運動と，最大筋力の%以上を発揮できる運動を
実施しなければ，効果が薄いと言われている。従って l週
3回位迄の実施が最低の効果回数で，週1回，又， 10日に
l回の運動回数では，ほとんど効果が認められないとも言
われている。この点からみると，服飾では全体の約K，初
等では約泌が，効果のある運動を実施していると推定され
るが，他は，効果がない運動を行っているといっても過言
ではない。特に本学の様に体育施設の整備されている所で
あってさえこの状態である。クラブ活動との問題，授業時数との問題，空時間等に楽しく運動
のできる環境づくりをより真剣に考えねばならない事をも知らされた調査結果である。
一方，スポーツ歴については，スポーツ歴のある者が，服飾51.7%，初等56.8%と，半数以
上が何らかの形でスポーツ運動を経験してきている。これは， 中学，高校時の必修クラブ（課
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図6 スポーツ歴 外活動）による活動であり，現在も引続
50 
き実方包しているものではない。これを昨
け な し 年と比較すると，服飾で「なし」が昨年
2）あ り 31.5%が本年は40.1%と増加し， 従って
然 記入 F'"'N/"' I 15 9 「あり」は昨年が67.8%に対し，本年は
51. 7%と減少している。その年度による
入学生によって多少の差があっても，中 ・高時代に培われた運動，スポーツを継続させてあげ
られない現状を非常にさびし く感ずる ものである。
1.実施している主な運動，スポーツ種目
運動の実施種目についての結果は表13に示した。
これによる と服飾では，卓球，バ ドミントン，ボウ
リング，ランニング，急歩，散歩等に非常に多種目
に宣って’実施されているが，初等では，水泳，散歩，
卓球，ボウリング，舞踊・ダンス。，鉄棒，マ ット運
動等，服飾とは巽った種目が出てきている。特に水
泳が多かったのは，丁度この時期に水泳授業があり
試験等の行事があった為に，たまたま行っていたも
ので，自 ら自発的に実施しているものではないと思
われる。又，マット運動，鉄棒， 舞踊 ・ダンス等は
初等科の特性の一面を うかがわせるものであろうか。
又，女子に多い遊び的要素と して，ボウリ ングをあ
げる者が多いが，服飾の前年度では10名だったの
が，本年は23名と，ほぽ総数で同じ程度の調査対象
であ ったので，一時下火とな ったボウリ ングも再
燃のきざしがあるのだろうか。前工頁の運動の実施状
況を考え合わせてみると ，まだある本道の自然を
存分に｝舌用し，屋外での運動に積極的にとりかかつ
てほしいものである。とかくマスコ ミの影響によっ
て，本州方面の市民運動が報道される と，それと同
じ形で実施しなければならない錯覚におち入り，本
道の特性を見失い， 施設の拡充面で行政のみを非難
する事なく，創意工夫ある運動， ルールを改良した
スポーツを大いに楽しんでもらいたいものである。
12.運動，スポーツの実施場所
運動，スポーツの実施している場所については，
＼＼＼＼～ 
表13 (12）実施している運動，スポーツ種目
（複数回答）
服飾｜ 初等
（実数） ｜（実数）
1）バレ ー ボー ル
2）ノfスケッ トボー ル
3）サ ッカ
4）テニ ス
5）壁テ ニ ス
6）ピ ンポ ン
7）ノf ドミ ン トン
8）野 球
9）ソ フ ト ボ ー ル
10）キ ャッチボー ル
11）ランニ ング
12）急歩
13）散
14）ハイ キング
15）オ リエンテー リ ング
16）なわと び
17) トレー ニングと しての
階段 登り
18）ウエート・ トレーニン
グ（筋力っくり）
19）水泳
20）マッ ト 運 動
21）鉄棒 運 動
22）舞踊 ・ダ ンス
23）ラジオ体操等の体操
24）剣道
25）柔道
26）空 手
27）サイ クリ ン グ
28）ボウリ ン グ
29）ゴ ル フ（合室内）
30） 弓
31）山 スキ ー
32）ゲレンデスキー
3）歩くスキー
34）スケー ト
35）その 他
無 ic 入
3 
?
?
ヮ
?
??
?
?
? ?
????
??
?
?
?
?
?
??
?
ヮ，
?
?
?
ヮ ?
。 ， ?
? ? ?
???
?
? ?
?
??
?
?
??
? ?
???
? ?
????
?
?
?
?
?
??
? ?
??
??
?
??
?
??
?
??
?
?
?
?
?
??
??
『
??
??
??
??
???
?
??
??
?
??
?
??
??
? ?
ヮ ?
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表14(13）運動，スポー ツの実施場所 表14に実数で示した。これによると，施設の利用が両科共に
多く，種目も前項実施のもので，服飾の方が多種目に亘って
実施されている事が分る。施設以外では，ラジオ体操，ラン
ニング，散歩，バドミントン，なわとび，スキー等があげら
れているが，初等に，実施されている種目の少なさが目立つ。
両科共に記入なしが約半数以上の為，正確さに欠けるが，全
体的には余り活発に運動が行われていない事が知られる。
13.運動実施に対する質的量的満足度
実施している運動について，質的にも量的にも満足してい
るか否かについて表15にまとめた。これによると， 「大いに
満足」 「満足」は極めて少なく ，実数で4～ 5名のみであっ
た。 「まあまあだと思う」が服飾28%，初等23%，他は「不
満」 「大いに不満」であったO 特に「不満」が両科共に50%
以上で，楽いミはずの運動，スポーツも，こう不満か鳴る様
であれば，効果も半減となるものである。 「不満」の理由と
しては， 「時間に余裕がない」が第 1住で，服飾で49%，初
＼＼＼ 服飾 初等（実数） （実数）
a）施設を利用 43人 19人
（種目）
卓 球 22 2 
羽 球 15 2 
庭 球 7 。
ボウリング 9 4 
ランニング 5 。
バスケット 2 。
ノくレ ボー ルー 2 2 
水 泳 。 17 
スケート 2 。
そ の 他 3 7 
b）施設以外 23 10 
（種目）
ラジオ体操 5 。
ランニンク 5 3 
散 歩 4 4 
ノfドミントン 4 。
なわとび 3 。
ス キ 2 2 
そ の 他 。 3 
金正 言己 入 98 23 
等で43%の者が時間的な問題で不満を抱いている。前年度の
服飾では，この項で68 表15 (I引運動の質的量的満足度
（ ）内は%
%の高い割合を示して
いた事からみると，本
年は約20%も低くなり，
昨年の学生より時間的ゆとりが出来ている事が知られ
る。次いで 「体育施設の不足」に両科共約20%，服飾で
は「仲間が集らない」が12%でこれにつづき，初等では
「経済的に余裕がない」が12%でこれにつづいている。
特に「経済的理由」によって，運動，スポーツが出来な
いとするなら今一度，運動，スポーツの原点に立ち返っ
て考え直さなければならない問題である。数は少ないが
「仕事に疲れて出来ない」「指導者の不足」等も不満の理
由としてあげられているが，ゆとりある教育がさけばれ
でも，又，一面で、余暇が増加したと言われでも，仕事に又
勉強に精を出す為でもあろうか。現状州首足されればワ
ンステッフ。上の次の不満が現われてくる事から，前項の
実施している種目で述べた様に，楽しい運動で満足させ
る浮動を考え，運動，スポーツに対する基礎的認識のー
一一一一一一一一一
1 ）大いに満足
2）満足
3）まあまあだと，思う
服飾初等
2 1 
2 4 
41 18 
(27.9 22・7)
79 22 
(53. 7 I 5C. 0) 
8 2 
15 5 
(H.2 11.4) 
4）不満
5）大いに不満
無記入
不満の理由
1.時間に余裕がない ））????
?
?
?
? ?
?
?
ヮ
?
?
?
?
（（））??
??
??
?
? ?
?
??
???
?
?
（（
2.適当な体育施設がない
3.施設不足，満員で十分
でない
4.良い指導者がいない，
不足
6 I 2 
5.仲間が集まらず，つま ｜ 1s I 2 
らない I (12.4) 
6.仕事に疲れてできない 1 9 I 3 
7.経済的に余裕がない I 2 I 5 
白 （1.9) 
8.家庭の理解と協力がな 。 。
9.その他 4 
2 無記入
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面としてとらえ，今後の課題ともしておきたい。
14.現在の自己の運動能力
現在の自巴の運動能力について記入させたが，何れの種目も無記入が60%から85%で到底述
べられる数値でないので削除する。測定結果を如何に知ら しめなかったか，又， 知ろ うとしな
かったか。今後指導上の問題点としておきたし、
N まとめ
学生の体力を保持増進させ，明るい学生生活を送らせる為に，体力の実態を知る事を目的で
本調査を実施した。その結果， （1）健康状態の自己認識では， 80%が丈夫の認識をもち， （2）自己
評価の観点では，元気よく活動でき，病気にかかる事の少ない事，疲労の回復力をその観点と
し，（3）体力の自己認識では，健康状態と同様約70%が体力のある事を認識している。（4）就学と
体力との認識では，現体力でっとまる認識を有している。体力評価の観点では，（5）疲労感 ・疲
労回復，運動の継続の状態をその観点とし， （6）体力の満足度では，約半数が満足し，不満，満
足相方より， （7）健康体力保持増進の為の実行しているもの，又，希望願望しているものでは，
睡眠時間，運動不足に対する注意，生活の規則性が実行されているもので，願望としては，こ
れらに食事の質や量が加わっている。（8）生活と運動の必要性については90%強がその必要性を
求め，（9）運動，スポーツに期待するものでは，運動後のさわやかさ，ストレスの解消，日常生活
の活動性があげられ，（10）現在の運動の実施状況では， 定期的にしている者が23%～34%，他は
体力保持増進の意からはしていないに等しい率であったO (1）そして実施している運動，スポー
ツ種目では，服飾，初等に多少の種目の違いがみられ，服飾の方が多種目に亘って実施されて
いたこと，（12）これらスポーツの実施場所としては，室内種目については施設利用が多く，無記
入が約半数であったが方向と傾向を知るごとができた。（13）そしてこれら運動についての量的質
的満足では不満が多く ，その理由として，時間的余裕のなさが約50%近くをしめていた。（14）最
後に，現状の運動能力を記入させたが，無記入が多く，今後資料のと り方と，本人の測定結果
を正しく知らしめる指導の必要を強く感じた次第である。本調査に，服飾美術科担任の先生方
の協力を得，心から謝意を表します。
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付録
体力・運動・健康に関する調査
北海道女子短期大学保健体育研究室
;I'.・ )K)K )K )K )K )K )K )K )K )K ;K ;K )K )K )K )K )K )K )K )K )K )K ;K )K ;K )K )K )K )K )K )K )K )K )K )K )K )K )K )K )K 
z「体力っくり」 「健康っく り」に役立てるために，皆様の健康体力 運動に関するお考z
fぇ，および、いろいろな現状について基礎的な資料を集めたいと思います。ご、多忙中でしょ；
Zうが， 次の記入方法をお含みの上，調査にご協力をお願いいたします。 ; 
)K :K :K :K :K :K :K :K :K :K :K :K :K :K :K :K :K :K :K :K :K :K :K :K :K :K :K :K :K :K :K :K :K :K :K :K :K :K :K 
．記入方法
1.調査にはもれなくご記入下さい。
2.答の中であてはま る数字をOで囲み，あてはまらない場合は 「その他」の欄に具体的に
ご記入下さい。
氏名（ ）男・女 昭和 年 月 日生 身長（ ) cm 体重（ ) kg 
居｛主 t也域 1 ）住宅地区 2）農業地区 3）商業地区 4）工業地区 5）その他
スポーツ歴 なし，あり→具体的に 10.歳代（ ) 20歳代（ ) 30歳代（
アルコール類 のむ・のまない週（）回， l回の量（ )cd立（ ）歳から
タ ノ、 コ すう・すわない 1日（ ）本，（ ）歳から
I 健康の現状について
(1) あなたの現在の健康状態をどの様に思ってますか。
1 ）非常に丈夫 2）普通 3）あまり丈夫でない…どんな状態か具体的に書いて下さしミ。
(2) あなたは，（1）の健康状態の評価はどのような観点からなさいましたか。主なものを 2つ
選んで、下さい。
1 j元気よく活動ができるかできないか。
2）仕事に疲れても休憩や睡眠で回復するかしないか。
3）運動神経が発達しているかしていないか。
5）よく眠れるか眠れないか。
7）多少の無理がきくかきかないか。
I 体力の現状について
4）食欲が旺盛で、あるかないか。
6）病気にかかることが多いか少ないか。
8）その他
(3) あなたの現在の体力の状態をどの様に思いますか。
1）ある方 2）普通 3）ない方
(4) あなたの仕事は，今の体力でこれからも勤まると思いますか。
1）充分っとまる 2）どうにかっとまる 3）不安である 4）わからない
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(5) あなたは，（3）の体力の評価はどの様な観点からなさいましたか。主なものを 2つ選んで
下さし迫。
1）日頃の疲労感
2）仕事，スポーツ後の疲労回復度
3）長時間の精神労働にたえられるかたえられないか
4）友達とスポーツをした時の勝負
5）体力測定の結果
6）運動しでも長く続けられるか，続けられないか
7）走るのが速く，ジャンプ力があるかないか
8）からだが柔らかで， 柔軟性があるかないか
9）運動神経が発達し，敏しょう性があるかないか
10）重いものが持てるか持てないか
11）長時間の肉体労働にたえられるかたえられないか
12）その他
(6) あなたは現在の体力に満足していますか
1）大いにJ荷足 2）満足 3）まあまあだと思う 4）不満 5）大いに不満
面 いままでと，これから。
(7) あなたが， 健康 ・体力の保持 ・増進の為に現在実行しているものを下の中から選んで下
下さい。
1 ）食事の質や量に注意する
3）運動不足にならない様にする
5）軽症のうちに医師にかかる
7）睡眠時間に注意する
9）生活を規則的にする
2）たばこをさける
4）健康診断を定期的にうける
6）過労をさけ積極的に休養する
8）体力測定を定期的に行い体力の低下を防ぐ
10）その他
(8) あなたが，健康 ・体力の保持増進の為に乙れから新しく 実行したいものを前述｛7）の中か
ら2つ選んでその番号を記入して下さい。
亡コヒコ
百 運動について
(9) あなたは，自分の生活を考えてみて，運動する必要があると思いますか。
1 ）大いに必要 2）少しは必要
3）不必要→その理由はどれでしょうか，主なものを Iつ選んで下さい。
1 ）十分な体力をもっていると思うから
2）運動よりも，他にしたい事があるから
3）体力に自信がなく疲れるから
4）病弱だから
5）運動をしても何の役にもたたないから
6）その他｜
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位。 あなたが，運動・スポーツに期待するものを，次のうちから 2つ選び順住をつけて下さ
しミ。
仁コ 1 ）高血圧・心臓病・糖尿病などを予防する
仁コ 2）運動は気持よく，さわやかで，精神的，肉体的ストレスの解消になる
仁ゴ 3）スタイルのよい均整のとれた身体になる
仁コ 4）筋力や持久力をつけ，敏しよう性，柔軟性，バランス能をよくし日常生活
をより活動的にする
仁コ 5）精神を鍛錬し，根性をつける
仁ゴ 6）社交性をつけ，ひっこみ思案を解消し，協調｜主を身につける仁コ 7）その他
日1) あなたは，現在運動をしていますか。
1 ）定期的にしている→週（ ）回位→1日（ ）分位
2）不定期だがしている→月 （ ）回位
3）機会があればする程度→年（ ）回位
4）全くしていない ra）したいとは思っている
l b）全くしたくない
問現在運動している方は，その種目にOをつけて下さい。
1 ）バレーボール 2）バスケットボール 3）サッカー 4）テニス 5）壁テニス
6）ピンポン 7）バドミントン 8）野球 9）ソフトボール 10）キャッチボール
11）ランニング 12）急歩 13）散歩 14）ハイキング 15）オリエンテーリング
16）なわとび 17) トレーニングとしての段階登り 18）ウエイト・トレーニング（筋力
トレーニング） 19）利永 20）マット運動 21）鉄棒運動 22）舞踊・ダンス
23）ラジオ体操等の体操 24）剣道 25）柔道 26）空手 27）サイクリング
28）ボウリング 29）ゴルフ（含む室内） 30）弓 31）山スキー 沼）ゲレンデスキー
33）歩くスキー 34）スケート
35）その他
ω叫に回答された種目の実施場所について，次の2つに分けて，その種目を記入して下さ
しミ。
1.体育・スポーツ施設（種目名
2. , 施設以外（種目名
(14) あなたは，現在の運動程度で満足していますか（質的にも量的にも）
1 ）大いに満足 2）満足 3）まあまあだと思う
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4）不満 5）大いに不満
1J 
その理由は，次のうちどれでしょうか，主なものを 2つ選んで下さい。
1）時間に余裕がない 6）仕事に疲れでできない
2）適当な体育施設がない 7）経済的に余裕がない
3）体育施設が不足で満員で十分できない 8）家庭の理解と協力がない
4）良い指導者がいない，または不足 9）その他
5）仲間が集まらずつまらない
(1日 あなたの現在の体力で，次の種目について，どれ位の記録になる と思いますか。
1) lOOm走（ ）秒位 2）ハンドボール投げ（ )m佐
3）なわとび（連続とびで）（ ）回位 4）腕立伏臥腕屈伸
…・（ ）回位
（但し女子は膝つけ）
5）肺活量（ ) cc位 6）握力，右（ ) kg位左（ )kg位 7）背筋力（ ) kg位
8）垂直とび（ )cm位
．以上でございます。調査にご協力誠にありがとうございました0.
